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病院の理念　いつでも、どこでも誰もが安心できるよりよい医療と福祉をめざします
基本方針　◇私たちは非営利、協同の組織です。

　　　　　◇人権を守り、共同の営みの医療と福祉をすすめます。

　　　　　◇地域住民や関係機関と連携をすすめ、安心して住み続けられるまちづくりをすすめます。

　　　　　◇専門職として安全、倫理、共同の営みを軸とした医療・介護の質の向上を追求します。

　　　　　◇地域まるごと健康づくりをすすめます。

　　　　　◇憲法と平和を守り、医療・福祉制度を良くする運動に取り組みます。

昨年は開業医の先生、医療・介護関係者のみなさまには
たいへんお世話になりました。

本年もどうぞよろしくお願いいたします。

謹賀新年謹賀新年



いつでも、どこでも誰もが安心できる　よりよい医療と福祉をめざします。（2）

和歌山生協病院回復期リハビリ病棟の開設２０周年を祝して記念交
流会を開催しました。退院された患者様に招待状を送付し、当日は16
名の方が参加してくれました。

回復期リハビリ病棟医長・土生晃之医師を中心に８月から定期的に
会議を行いました。ご参加いただける方だけでなく、スタッフも一緒
に楽しめるような催し物を考えました。

土生医師による「お口の健康でずっと元気に」
と題した口腔機能についての講演会をはじめ、回
復期リハビリ病棟おなじみの喫茶会、リハビリ課
主催の棒体操、参加者全員での「ふるさと」合唱
と盛りだくさんの企画でした。また、土生医師か
らおしゃれ箸とリハビリ課から棒体操で使用した２０周年記念棒も参加者にプレゼントしました。

ご参加いただいた方からは「自宅に帰ってからも頑張っています！」「片麻痺になっても四国
八十八か所をまわったよ」「今日はここに来る前にランチに行ってきました」など前向きに頑張っ
ている報告をいただき、関わったスタッフも終始笑顔で終えることができました。

２０周年という大きな節目を迎えました。さらに信頼される回復期リハビリ病棟を目指し、病
棟スタッフ、リハビリ課スタッフ一同精進してまいります。

和歌山市内の中学校へ出前授業に行ってきました。和歌
山県看護協会からの依頼を受けての企画です。

当院では全く初めての企画でしたが、看護部では若手職
員を中心に、中学生に看護の仕事をどう楽しく学んでもら
うかを考え、プログラムを検討しました。 

当日、参加した中学生は２年生７０名。当院からは１０
名の看護師が参加。自身の経験を交えながら、看護師にな
るまでの道のりや「看護師はいのちを守る職業であること」

「部署ごとにいろいろな役割や仕事があること」「仕事をする
うえで大切にしなければならないこと」などを伝えました。
「聴診器の使い方」「酸素と脈拍の測り方」「点滴の使用方法」

「BLS（一次救命処置）」「車いす体験」と５つの体験コーナーを設置し、看護師が丁寧に説明をしながら、色んな医療
器具に触れてもらいました。初めての体験に生徒さんたちは大興奮、先生方にも喜んでいただきました。

回復期リハビリ病棟が２０周年を迎えました

中学校で出前授業

リハビリ病棟20周年

記念品
おしゃれ箸

出前授業
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和歌山中央医療生活協同組合などが加盟する全日本民主医療機関連合会では「すべての看
護職員の処遇改善を求める署名」に取り組んでいます。「看護職員処遇改善評価料（※）」の
対象は、看護職員全体の約35％程度です。全国各地で多くの看護職員が患者さんのいのち
と健康を守るために昼夜を問わず奮闘しているのに…。

2022度、和歌山では９８１筆の署名を集めました。全国では短期間のうちに１０万筆を
超える署名が集められ、2023年５月の国会に提出しました。2023度も引き続き署名に取
り組み、ワクチン外来や地域のお祭りなどで署名への協力をお願いしています。たくさんの
方が「看護職員さん、みんなが頑張ってくれている」と快く署名に協力してくれています。

※看護職員処遇改善評価料
　新型コロナウイルス感染症に係る医療など一定の役割を担う医療機関に勤務する保健
　師、助産師、看護師及び准看護師の賃金を改善するための措置を実施することを評価
　したもの

技術部で「コロナ禍の3年間を振り返って」というテーマで学習会を
開き、各部署がこの3年間で取り組んだことを報告しました。

薬剤課から「新型コロナウイルスのワクチンや治療薬について」、食
養課から「新型コロナウイルス感染患者への食事提供の仕方」、検査課
から「3年間の検査数の推移」、放射線課から「放射線技師が感じたり
思ったりした、あまり根拠のない主観的直観」が報告されました。

未曾有の事態を経験したことで様々な学びがあり、今回の学習会で成
長を確認することができました。これらを活かし日々の業務を頑張って
いきたいと思います。

コロナ禍で開催を自粛していた『わかジェネ！～ Wakayama Generalist Seminar ～』を４年ぶりに開催しました。
特別講師には清田雅智医師（飯塚病院・総合診療科）をお招きしました。症例カンファレンスやベッドサイドティー

チング、多職種参加OKのオープンセミナーなどを２日間にわたり開催しました。
研修医からは「明日からすぐに使えそうな知識をたくさん得られました。感染症に対する考え方が深化された気がし

ます」「検査データや画像所見などの疑問点に明快に答えて下さり、非常にスッキリとした気持ちになりました」「清田医
師の幅広い知識と経験から多くを学ばせていただきました。自分の
理解の到達点を知ることができ、今後の学習の指標となりました」
などなど、感想が寄せられました。

専攻医や指導医などからも「非常に有意義な時間でした。臨床の
奥深さを改めて感じました」「レベルの高い講義を受け、刺激になり
ました」「来年以降もお願いしたいです」との感想が寄せられまし
た。

４年ぶりの開催となった『わかジェネ！』、今後も和歌山に総合
診療を広め、総合診療医や家庭医を目指す研修医や医学生がたくさ
ん参加してくれる企画として開催していきたいと思います。

看護職員の処遇改善を求める署名に取り組んでいます！

技術部合同学習会を開催しました

『わかジェネ！』 4年ぶりに開催！

学習会の様子

わかジェネ！の様子
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診療
案内
診療
案内 生協病院附属診療所生協病院附属診療所 診療

案内
診療
案内 生協病院生協病院

●受付　午前診 8：00 ～ 11：30、夜診 16：30 ～ 19：00
　　　　医師の都合により診療体制が変更する場合があります。

（完全予約制）

休業や解雇、新型コロナによる影響
などで経済的に困窮している、経済的
に通院ができない、介護サービスを受
けられないなどお困りのことがあれば
気軽に相談してください。

地域の医療と介護の相談窓口　サポートセンター　直通 TEL・FAX 073-473-2088

＜実績＞ ※病院と附属診療所の合計 
2023年10月　紹介率　27.4％　逆紹介率　37.6％
2023年10月　平均入院患者数 147.5名/日、平均外来患者数 182.6名/日、診療訪問件数 274件

　 時間外受け入れ件数 176件　うち救急車受け入れ件数  95件

　

午　前   9：15～11：30
14:00～16：00 午  後 夜  診 午前開始

調整可能

内  科
外 科 皮膚科 小児科 整形外科

特 診 小児科
内  科 小児科 人工透析

新 患 予 約 予 約 予 約

月 細 部
福 島

小 西　藏 本 田 端 国 本
病 院
予 約

松 本
松 岡
三 谷

アレルギー
特  診

小 西
喘 息

佐 藤 ○

火 小 西
細 部

畑　三 谷 上垣内 ——
病 院
予 約

久 保
（AMのみ）

三 谷
坂 口

アレルギー
特  診

—— —— ○

水 小 西
細 部

畑　内 田　三 谷 田 端 ——
病 院
予 約

—— ——
子育て・
発達外来

松  岡
小  西

細 部 ○

木 小 西
細 部 /奥 根

土 生　岡 井 上垣内 辻 岡
病 院
予 約

—— —— —— —— —— ○

金 内 田
細 川

小 西　坂 口　藏 本

土 生（第1・3） 
田 端 ——

病 院
予 約

松 本 ——
予 防
接 種

特診予約
（第２・４）
土 生
上 中

佐 藤 ○

土 診 療 ———— —— ——
一般外来
( 不定期）

—— —— —— —— —— ○

午　前 午　後

発熱・
風邪
外来

小児科
予約制

月 —— 佐 藤
土 生

（第４）

火 古 田 佐 藤 土 生

水 —— 佐 藤 ——

木
古 田

（第1・3）

佐 藤
/

細 部

古 田
（心臓特診）

金 古 田 佐 藤
畑

（喘息特診）


